
い
ま
、
短
歌
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か

第
十
七
回
三
輪
山
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
賞
募
集
要
項

▼
募
集
締
切
日
　
　
一
般
の
部
　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
一
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
の
部
　
令
和
二
年
九
月
七
日
（
必
着
）

▼
募
集
す
る
短
歌
　
左
記
の
い
ず
れ
か
（
自
作
・
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

▼
応
募
料
　
○
高
校
生
以
下
の
部
は
無
料
、
但
し
一
人
二
首
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
○
一
般
の
部
は
二
首
ま
で
一
〇
〇
〇
円
。
一
首
増
え
る
ご
と
に
五
〇
〇
円
追
加
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
振
替
口
座
〇
〇
一
九
〇

－

五

－

六
二
八
八
二
九
　
大
神
神
社
献
詠
会
〉

▼
結
果
発
表
　
令
和
二
年
十
月
中
旬
、
入
選
者
に
通
知
予
定

▼
応
募
・
問
合
せ
先
　
〒
一
〇
二

－

〇
〇
七
二
　
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二

－

一

－

四

－

八
〇
三
　
万
来
舎
内

大
神
神
社
献
詠
会
事
務
局

電
話
〇
三

－

三
二
六
四

－
八
八
六
六

▼
問
合
せ
先
　
　
　
　
〒
六
三
三

－

八
五
三
八
　
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
一
四
二
二

※

必
要
な
方
は
こ
の
用
紙
を
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
　※

入
金
方
法
↓
郵
便
振
替
・
郵
便
小
為
替
同
封
（
要
○
印
）

氏
名
・
ふ
り
が
な

【
高
校
生
以
下
の
部
の
応
募
者
の
み
記
入
】
学
校
住
所

学
年
／
組

担
当
教
諭
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

学
校
名

電
話

年
齢
　
　
　
　
　
　
歳

男

・

女

住
所

・相聞歌
・「和」
・自由詠
（いずれかに○）

・相聞歌
・「和」
・自由詠
（いずれかに○）

〒

都
道
府
県

第十七回 三輪山まほろば短歌賞 応募用紙

大
神
神
社
広
報
課
献
詠
係

電
話
〇
七
四
四

－

四
二

－

六
六
三
三

お
お
　
み
わ
　
じ
ん
　
じ
ゃ
　
け
ん
　
え
い
　
か
い

▼

賞

　
額
田
王
賞
、
選
者
賞
、
大
神
神
社
宮
司
賞
ほ
か
。

▼
顧
　
　
問
　
岡
野
弘
彦
先
生
（
歌
人
・
日
本
芸
術
院
会
員
）、
尾
崎
左
永
子
先
生
（
歌
人
・
作
家
）

▼
選
　
　
者
　
奈
賀
美
和
子
先
生
（
歌
人
）、
藤
岡
き
ぬ
よ
先
生
（
歌
人
）、
松
﨑
英
司
先
生
（
歌
人
）

▼
献
詠
祭
　
令
和
二
年
十
一
月
三
日
　
午
後
一
時
よ
り
　
　
於
　
拝
殿

※

祭
典
終
了
後
、
別
会
場
に
て
表
彰
式
を
開
催
予
定

一
、
相
聞
歌
（
愛
の
歌
・
人
に
贈
る
歌
）

一
、
題
詠
「
和
」

一
、
自
由
詠

▼
応
募
方
法

◎
作
品
集
　
高
校
生
以
下
の
部
は
入
賞
者
に
一
冊
贈
呈
。
　
　
　
　
　
　※

作
品
集
の
発
送
は
令
和
三
年
春
の
予
定
で
す

　
　
　
　
　
　
一
般
の
部
は
投
稿
数
に
応
じ
て
（
一
〜
三
首
の
方
＝
一
冊
、
四
〜
五
首
＝
二
冊
、
六
〜
七
首
＝
三
冊
。
以
下
同
様
）
贈
呈

◎
応
募
後
の
作
品
変
更
は
不
可
。
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
（
大
神
神
社
献
詠
会
）
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
楷
書
で
縦
書
き
。
原
稿
用
紙
の
場
合
は
右
半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
、
左
半
分
に
作
品
を
記
す
。
高
校
生
以
下
の
部
は
学
校
名
・
住
所
・
学
年
・
組
を
併
記
。

〈
　
キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
〉

ぬ
か
た
の
お
お
き
み
し
ょ
う


